
学校名 犀陵中学校

ホームページＵＲＬ 生徒数 名７２１
http://www.city.nagano.nagano.jp./school/sairyojh/

(1) テーマ (2) 活動の単位に○をつけてください
「 」人権・同和教育

学級・同一学年・３～４年
５～６年・学校・

テーマの分類（ ①－オ ） その他（ ）
下記の欄外記載事項を参照してください。 該当学年 １ 年

（ ）回答可能な場合

(3) 活動のねらい
人権・同和教育において、各学級やグループで自ら課題をもって取り組む中で、体験・・
調査、交流活動を通して差別意識に気づき、自分は何をしたらよいか考える。

(4) 活動の実際（活動内容、学習方法、学習形態、学習環境等）
外国の方々をお迎えして交流を行う。・

・障害者の方からお話をお聞きしたり、聾学校・盲学校・養護学校生徒との交流や
見学をしたりした。

・図書館で調べたり、隣保館に行って学習したりした。

時数（ ２０ ）

(5) 指導体制（校内体制、地域人材の活用、安全面での配慮等）
学年として中間発表会を計画して、それに向けて学級で課題別に深めた。・

・各学校や施設に行くときには、タクシーなどを使って安全面に配慮した。

(6) 指導上の留意点（時間数の取り扱い、各教科との連携、家庭・地域との連携等）
・週の中では、計画的に時間が確保できなかったので、土曜日や日曜日を使った。
・家庭には、学習の様子を報告し、協力を求めた。

(7) 評価（基本的な考え方、評価の内容及び方法、評価の実際）
・毎時間の自己評価と差別をなくしていこうとする高まりを見ていく。
・自分の学級はどうか考え、カードで累積していった。

(8) 成果と課題
・自分の中にある差別意識に気づき、社会に発信していくにはどうしたらいいか、具体的
に考えはじめた。さらに交流を継続していきたいという意欲がもてた。

※テーマの分類 ①横断的・総合的な課題（①ーア 国際理解 ①ーイ 情報 ①ーウ 環境
①ーエ 福祉・健康 ①ーオ その他） ②児童生徒の興味・関心に基づく課題 ③地域や
学校の特色に応じた課題


